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①ひとりひとりの生活の【気持ち】と【動き】を専門職として気付き、
　有する能力を最大限に活かすことができる環境づくりや調整を行い
　“できること”の継続を実践します。

②買い物、お祭り、清掃活動などで【地域とのかかわり】を持ち続け
　1人の住民として、地元へ貢献していくことを支えます。

③入居した後の、家族や友人との関係を続けられるように支援します。

グループホームきくまの家　基本理念





























虐待防止委員会　5月～7月の3ヶ月目標

【具体的な内容】
メインテーマをもとに、引き続き前回と同じ内容❶～❸を取り組む。
今回は管理者および委員による「他者評価」を行い、それをもとに全職員の
個別の課題シートを作成。課題をポイントで明確にして再度取り組んでもらう。
【前回と同じ内容❶～❸】
❶言葉の使い方
ですます調を基本として穏やかな感情で大きすぎない声で話す
❷話す時の目線の高さ
椅子を使う、腰を落とすなどで目線の高さを合わせる
➌話しかける時の自分の位置
離れた位置ではなく相手に自分を認識してもらう位置














